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会長挨拶

石橋信義 (佐資大農学部)

今年も暑い夏でしたねる北半球は何処

に行っても暑いようでした。皆様方は如

何お暮らしでしたか。私は奈良部君と一

緒にリトルロックで開かれたSONの 大会

に行って来ました。貧乏学会だから暑い

ときに暑いところで しかやれない、と悪

口をいう者もいたけど、作物保護を中心

とした学会は、今の時勢いずれも似たよ

うなものだと思われます。ましてや線虫

学会となると、農業国アメリカでさえも

新 しい展開を求めて必死にもがいている

といった状態でしょう。演題はシンポジ

ウムやポスターまでいれて 140位 あり

ましたが、出席者は年々減少 していく感

じが します。今年は昆虫病原性線虫が殆

ど Society of lnveiebrate Pathologyの方に

行ってしまいその分少なくはなりました。

それでもやや元気つけられたのは、私よ

りも年配の研究者が (Dr.Burton ENDOさ

んなど)、 まだ現役として講演発表 して

いるところでした (この評価は両面と れ

るけど)。 Dr.SASSERや Dr O・BANNON

らも元気な顔を見せていました。 8月 6

日は朝 7時 にEntomophilicの委員会、午前

中は生物的防除で日本勢 2人 の登場、夜

はワークショップが 2つ あり、手分けし

て 私 は  International Federat10n Of

Nematology Societesに出ました。焦点はこ

の連合会を事実上発足させるということ

で、どのSocietyにおいてもニューズ等でし

らせること、また来年開催される仏領西

インド諸島Guadeloupeでの第 3回 国際線

虫学会議で 2002年 の開催地決定の件

でした。日本はどうかと早速やってきま

した。日本が大方の希望するところであ

ることは分かっておりましたので、牽制

する意味もこめて、 500人 以下であっ

たら筑波地区でやれるので経費は大きく

ないが、 1000人 以上となると京都か
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東京になるので、経費はかかり、参加者

の負担も大きくなるだろう等々。しか し

こういうことは、連中にはあんまり重要

でないようにみえました。要するに日本

であればいいという感 じでした。いずれ

にせよ、来年の国際会議には日本からも

出来るだけ多く参加 してもらいたいと希

望 します。またそれまでに日本の態度も

しっかり決めたいと思っています。 しか

し、国際会議となるとなかなか大変であ

ることは私 もよく承知 しています。 19

88年 の国際植物病理学会議のときは、

線虫部門を引き受けましたが、お膳立て

するのに4年 はかかりました。 1つ の部

門でこの位ですから、全部をオーガナイ

ズするのは推 して知るべ し。なんとこの

ときはFAXも ありませんでした。でも現

在は電子メールという強力な武器があり

ます。だから通信手段では心配はいりま

せん。むしろ問題となるのは、日本人の

苦手な英語ではないかと思います。英語

は 1年 2年 外国にいたからといってそう

旨くなるものではありません。これは

我々の右脳左脳の使い分けからくるもの

で、全く宿命的なものです。こうなると

私のように心臓を強くするしか救いよう

がないように思う。私の本物の心臓は最

近少し調子を乱しておりますが、多分運

動不足からくるものでしょう。とにかく

せいぜい外国の会議に場数を踏む以外に

ありません。来年はカリブ海の島に行き

ましょう。 34・ 5年 前だったか、 「ア

メリカの夜」とかいう映画があった。カ

リブ海の トリニダード・ドバコの海岸を、

ジルバを踊るような足取りで歩く女性の

脚。この映画の最後のシーンだったけど、

本物に出く遭したら私のちょっと調子の

狂った心臓も元に戻るかもしれない。

酪暑の夏などまるでなかったような―涼

しい秋になりました。佐賀大会は着々と

進められています。皆様の健康を折 りま

す。そして、佐賀でお会いできるのを楽

しみにしております。

[事務局から]

日本線虫学会

第3回 大会のお知らせ

会 期 1995年 10月12日(木)～14日(土)

会 場 佐 賀大学会館多目的ホール

佐賀市本庄 1

日 程 :

10月 12日 (本)

9,00～11130  -般 講演(多目的ホール)

11:30～12:10総 会(同 上 )

13:00～13:50 特 別講演( 同  上  )

14:15～17:15 シ ンポジウム(同  上 )

18:00～20:00 懇 親会(かささぎホール)

10月 13日 (金)

9:6o～11:50  -般 講演(多目的ホール)

13:00～17:00 エ クスカーション

(佐賀の施設園芸―イチゴ、抑制

キュウリ)

10月 14日 (土)

9:00～10:30  -般 講演(多目的ホール)

大会事務局 :佐賀大学農学部

応用生物学科土壊生態系調節分野

〒840 佐 賀市本庄 1

電話 0952‐24‐5191(代 表)

FAX  0952‐ 22‐6274

(会場案内図等の詳細は線虫学会ニュー

ス第 5号を参照ください。)
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講 演 プ ロ グ ラ ム

10月 12日 (本)

〔一般講演〕 9:00～11:30

(座長 皆 川 望 )

9:00 101宍 田幸男 (群馬農試):群 馬

県付近の山林を中心とした環境にお

けるMonOnchna亜 目線虫

(NematodaiDorylaimida)の検出記録

9:15 102相 原孝雄 (横浜植防):

財α′θ′αo観■2′″αり筋材 の雄成虫の形

態について

9:30 103平 田賢司 (農環研):カ ラマ

ツから検出されたLongidorus spにお

ける雌 。雄間性

9:45 104白 山義久 (東京大海洋研):

デスモスコレキダ科線虫類はオパー

ルの外骨格を作る

(座長 清 原友也)

10:00105真 宮靖治 。中村直子 (玉川大

農):森 林におけるSr2,″2初2772α属線

虫の空間的分布実態

10:15106二 井一禎 (京大農):松 枯れ

被害の小林分内での拡大の様式

10:30107奈 良部 孝 (農研セ):沖 縄

県におけるネコブセンチュウの分布

および生理生態的特徴

(座長 真 宮靖治)

10:45108小 林義明 (アグロ・カネショ

ウ隅)・ 小澤朗人 ・佐藤允通 (静岡

農試)・ 石原雅之 (西部農林):セ

ンリョウ栽培における

つカタル″C力θ′姥s/rag御イαCの季節的発

生環

109 Rustom,M.A.・石橋信義 ・近藤

栄造 (佐賀大農):イ ネクキセン

チュウのアゥ′夕″c力材Sαほ″sr″s)の,″

ソ′″θ培養イネ幼苗における発育と

繁殖

110清 原友也 ・小坂 肇 ・橋本ほ

しみ (森林総研)・ 皆川 望 (農環

研):沢 力αあ冴姥rra sp.に起因するブ

ナシメジの奇形病

11:30～12:10 総 会

〔特別講演〕 13:00～13:50

(座長 石 橋信義)

13:00 Al Roland N`Per呼 (IRCA‐

Rotllamsted):Electropllyslological

analysis of sensory responses of

parasitic nematodcs.

〔シンポジウム〕 14:15～17:15

(座長 近 藤栄造 。佐野善一)

14:15 Sl脇部秀彦 (佐賀上場営農セ):

イチゴのクルミネグサレセンチュウ

防除の現状と展望

14:50S2鳥 越博明 (鹿児島農試大隅支

場):サ トイモのミナミネグサレセ

ンチュウ防除の現状と展望

(休憩 15:25～15:35)

15i35S3上 田康郎 (茨城農研):サ ツマ

イモのネコプセンチュウ防除の現状

と展望

16:10S4古 賀成司 (熊本県経営普及

課):施 設野菜の線虫防除の現状と

展望

16:45総 合討論

11:00

11:15
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10月 13日 (金)

〔―般議演〕 9:00～11:50

(座長 清 水 啓 )

9i00 201大 類幸夫 。松沢春雄 (日本た

ばこ葉たばこ研):PCR一 RFL

Pに よる日本産ネグサレセンチュウ

の主要種の同定

9:15 202水 久保隆之 ・花田 薫 (九州

農試):ミ ナミネグサレセンチュウ

の9体 群に対するサツマイモの生育

反応の差異及びPCR― RAPD法

による生理的レースの識別

9:30 203岩 堀英品 (京大生態学研究

セ)。 神崎業摘 ・泉井 桂 。三井一

禎 (京大農):RAPD法 を用いた

βttrs響力cル″勧パ属線虫の種間あるい

は種内アイソレイ トの同定

9:45 204吉 田睦浩 (農環研)。 田辺博

司 ・山中 総 ・木村卓生 。柴田裕子

(SDSバ イオテック):九 州から

検出されたSrgF″rrt¢″α属昆虫病原性

線虫について

10:00205伊 藤賢治 。奈良部 孝 (農研

セ):タ ンパク質電気泳動による昆

虫病原線虫の識別および線虫の破砕

方法の検討

(10:15～10:35 休憩)

(座長 三 井一禎)

10:35206清 水 啓 (農研セ)非 寄主作

物栽培がキタネグサレセンチュウ土

壌中密度低下に及ぼす効果

10:50207阿 部 卓 (全国MOA自 然農

法産地支部連合会):自 然農法にお

けるイチゴのP/aけ,Cれ訪″S sp.による

被害発生とマリーゴール ド導入の試

み (第 1報 )

1105208樋 田幸夫 (国際農研)。 ロヒ

ニ エ カナヤケ (スリランカ園芸作

物調査開発研):ス リランカの作付

けの異なる野菜圃場におけるネコブ

センチュウ密度の比較

11:20209松 永禎史 ・五 小 冬 ・石橋信

義 (佐賀大農):昆 虫病原性並びに

菌食性線虫の植物寄生性線虫の根侵

入に対する妨害

11135210皆 川 望 (農環研)・ 植原健

人 (農環研,現 :北海道農試)。 松

尾和之 (農研セ):施 肥条件の異な

る団場における線虫バイオマスの比

較

13:00～17:00 エ クスカーション

10月 14曰 く土)

〔一般講演〕 9:00～10:30

(座長 樋 田幸夫)

9:00 301北 上 達 (二重農技セ):三

重県内のネコブセンチュウに寄生し

ていた天敵出芽細菌Pas姥″ガα

P御夕秘sの付着特性

9:15 302佐 野善― (九州農試)・ J.T`

Gaspard(佃ネマテック):

P,sr2冴ガα′¢″¢rra″sの感染量による

サツマイモネコプセンチュウの死亡

並びに産卵 ・増殖の違い

9!30 303立 石 靖 (九州農試)|

Pαsr?″ガαク¢″でr/α″sのサツマイモネコ

プセンチュウ寄生程度に対する数種

殺線虫剤の影響
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(座長 水 久保隆之)

9:45 304岡 田浩明 (東北農試)キ スジ

ノミハムシ体内から発見された昆虫

寄生性線虫について

10:00305渕  通 則 ・近藤栄造 ・石橋信

義 (佐賀大農):無 菌系における昆

虫病原性線虫 (Sr2′″2沖?2″α

Cα?何 解 膨 C)の 殺 虫 性

10:15306王  小 冬 ・石橋信義 。近藤栄

造 (佐賀大農):昆 虫病原性線虫

SttF′?夕脚 cttα衝 ?θ ?θ C?M¢ )感 染 態

幼虫の昆虫死体からの出現時期と感

染性並びに性比との関係

(以上)

〔講演者の方へのお知らせ〕

*一 般講演の講演時間は,一 題当たり

15分 (予鈴 12分 , 2鈴 15分 )で す。

時間厳守をお願いします。

**本 大会の一般識演の講演要旨は,会

誌第 25巻 に登載する予定としておりま

す。要旨の修正が必要な場合は, 10月

末日までに農業環境技術研究所 線虫 ・小

動物研究室 (〒305茨城県つくば市観音台

3-1‐1)宛 に修正した要旨をお送り下さい。

〔エクスカーション参加お申込の方への

お知らせ〕

*12時 50分 に大学会館前広場にお

集まり下さい。

**佐 賀市近郊のイチゴと抑制キュウリ

の栽培を見学 し, 17時 に佐賀大学に帰

着の予定です。

〔大会参加費の納入を !〕

第 3回 線虫学会大会には、 80名 の会

員より 「参加予定」の連絡を受けていま

す。しかし、大会参加費の納入率は低く、

9月 10日 現在、 52.5%に 止まって

います。懇親会やエクスカーション等の

都合がありますので、未納の方は、でき

るだけ大会 7日 前までに、大会費納入ま

たは参加確認の連絡 (電話 ・FAX)を

お願いします。

会議編集事務局移転のお知 らせ

日本線虫学会誌の編集事務局が、この

9月 より、森林総合研究所から農業環境

技術研究所に代わりました。会誌への投

稿論文は新 しい編集事務局宛にお送りく

ださい。なお、会誌 25巻 1号 の発行は

予定より遅れておりますが、 9月 中には

お手元にお届けできると思います。また、

本年末に発行予定の 25巻 2号 は、現在

編集作業を進めています。この号には、

原著論文と共に、 10月 開催の佐賀大会

で特別誰演をいただくR.N.Perry博士によ

る招待論文 (総説)、 シンポジウムの記

録、一般講演の講演要旨等を掲載予定で

す。また、校閲が早 く済めば、これから

投稿の原稿もこの号に印刷になる可能性

があります。会員の皆様からの投稿をお

待ちしております。投稿 。会誌について

のお問い合わせは下記にお願いします。

〒305茨城県つくば市観音台3‐1‐1

農業環境技術研究所

線虫 ・小動物研究室内

日本線虫学会誌編集事務局

Tc1 0298‐38-8316
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[記 事 ]

Little Rock顛 末記

奈良部 孝 (農研センター)

8月 5日 ～ 9日 までアーカンソー州 リ

トルロックで開催された、第34回 Socieけ

OfNematologist(SO職年次大会に参加して

きました。海外での講演はもちろんのこ

と、海外旅行も初めて、英語は苦手。出

発前から不安いっぱいで、石橋会長のみ

が頼り、という状況でしたが、何とかな

るだろうと出発しました。

成田からシカゴ、セントルイスと乗 り

換え、 リトルロックに到着。乗り換える

度に飛行機は小さくなり、日本人の姿は

全 くなくなりました。前日の深夜まで発

表原稿を考え、明け方近くまで荷造りを

し、ほぼ丸 1日 飛行機に乗って、文字通

り疲労困億の旅となってしまいました。

リトルロックの空港を出ると目の前に、

「Hollday I皿」 (今回の大会会場および宿

泊となるホテル)と 書かれた リムジンが

停まっており、順調順調、と喜んで乗り

込んだものの、車は予約の時にもらった

地図とは反対方向へ。しかし、着いたホ

テルはやはりHollday lnn。恐る恐るフロ

ントに尋ねてみると、案の定ここは大会

会場の Holiday lnnではないとのこと。 リ

トルロックには Hollday lnnが3つ あり、

皆さん良く間違うそうです。

運転手にチップを渡 し、空港に戻って

もらい、待つこと30分 、ようやく私の

待つ Holiday lnnのリムジンがやってきま

した。今度は間違いなく、大会会場のホ

テルに着きました。フロントは学会参加

者でかなり混雑 していましたが、何とか

無事手続きも完了し、部屋に落ち着いて

ようやく長い 1日 (実質 2日 )が 終わり

ました。夜遅くなってから、石橋会長も

到着し、これで安心、その晩はぐっすり

寝て、時差ボケは1日で解消されました。

翌日はRegistrationとWdcome Receptton

のみのため、気楽な 1日 でした。少 し衛

を見物 してみようと石橋先生と二人、ホ

テルの周りを歩いてみたのですが、ここ

はダウンタウンから離れた郊外に位置す

るため、車がびゅんびゅん走るのみで、

見るべきもの、入るべき店などありませ

ん。仕方な くホテルに戻 り、 Welcome

Receptionまで講演要旨を読み、翌日の発

表原稿のチェックをして過ごしました。

Welcome Receptlonはいつ始まっていつ

終わったのか分からない状態でした。時

間になると各自三々五々と集まってきて、

勝手に飲み物と食べ物を取り、思い思い

にテーブルに座り、旧交を温めたり、議

論に花を咲かせている様子でした。司会

者、スピーチなどありません。参加者は

200人 前後でしょうか、皆顔見知りで

和気あいあいといった感 じで した。石橋

先生はさすがに顔が広く、挨拶に来る人、

またはこちらから声をかけて、旧交を温

め、彼らを私に紹介 してくれました。私

もこの機会に、各国の線虫研究の現状や

研究スタイル、今後の重点目標などいろ

いろ聞いてみたかったのですが、どうも

適当な英語が浮かんでこないため、通り
一遍の挨拶で終わってしまいました。と

りあえず、今日は初日、顔見知りになる

ことで十分、と勝手に納得 して初日が終

わりました。

翌日は日本勢 2人 の発表の日でした。

プログラムは毎日その日の初めに、シン

ポジウムとしていくつかのテーマで全体

会を行い、その後 2会 場に別れて個々の

講演を行うというスタイルでした。シン
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ポジウムは、 1.研 究室から市場へ :新

規素材の開発、 2.臭 化メチルに代わる

土壌線虫管理技術、 3.形 質転換植物に

よる線虫抵抗性、4.ア レロパシー機稚

を利用 した農業生産、の 4つ があり、

様々な角度から、殺線虫剤に代わる線虫

防除法の開発をめざしているのが感 じら

れました。
一般説演は 11の パー トに分けられ、

1.寄 主一寄生者関係、2.生 物防除 1、

3.抵 抗性 1、 4.微 細構造と生態、5.

学生発表会 (Compeddon)一 優勝者は

Banquctで表彰される、6.抵 抗性 2、 7.

相互作用、 8.線 虫管理、 9.分 子生物

学、 10.生 物防除 2、 11.抵 抗性利

用と収量、となっていました。時代と共

に、それぞれの分野で流行り廃りがある

ようで、講演数 ・会場に集まる人数に反

映されているようです。

冒頭、石橋先生が書いている通り、昆

虫病原性線虫グループが別学会に流れた

ようで、通常なら独立セッションとなる

べき昆虫病原線虫が線虫天敵と一緒にな

り、石橋先生 と私が同 じ生物防除 1の

セッションでの講演となりました。おか

げで私は心強い味方を得たようなもので、

特に緊張もなく (多少はあったが)、 討

演に臨めました。会場は応動昆の線虫

セッションや線虫学会の会場より狭く、

人数も少なかったでしょうか。スライ ド

係はおらず、自分でスライ ドをセットし、

リモコンを使いスライ ドを送ります。

私は
“
Attachment specinctt Of Pasrc7″″′α

′2″C″″杏endospores的ル々 わFao観nc spp."と

いうタイ トルで、ネコブセンチュウの種

により、付着する Paste″/′αの系統が異な

ること、および付着抵抗性や寄生性の変

化が認められることなどを講演 しました

(質問を含め 15分 )。 日本語では何度

か講演 しているのですが、英語にするの

に丸 1か 月くらい準備 したで しょうか。

原稿の棒読みに近かったのですが、準備

の甲斐あってか、関係者からは分かり易

かったと、後で誉めていただきました

(外交辞令 ?)。 質問が 3つ ありました

が、何とか切り抜け、講演は無事終了。

終了後は D.W.Dickson教授を始めとした

フロリダ大の Pαざ″″′々′α研千究者が集まって

きて、自己紹介と情報交換となりました

(彼らとは学会期間中ことあるごとに情

報交換をしました)。 彼らとコンタク ト

が取れたことだけでも、遠路遥々やって

来た甲斐があったというものです。

夕食後にもワークショップが 2つ あっ

て、私は、Colnputers in Ncmatologyの方に

参加 しました (もう一方は石橋会長の挨

拶参照)。 これはインターネットやCD
一ROMを 使って、線虫の検索や研究情

報の紹介を行うものです。これには研究

者向けと一般農家向けのものがあり、線

虫の写真や抵抗性品種 リス ト、アメリカ

の各州での発生種など、入力者の苦労が

感 じられるものに仕上がっていました。

インターネットを使えば日本からも簡単

にアクセスでき、SONの ホームページ

もあって、海外の線虫研究情報を得るに

はとても便利です (私も今回の大会のプ

ログラムや計演要旨を リアルタイムで得

ることができて、大変重宝 しました)。

詳細は事項 「IntcrnctでNcmatolo野」を参

照ください。

翌日からは自分の講演も終わり、楽 し

く講演を聴 くことができました。研究内

容はもちろんのこと、外国人の発表スタ

イル、議論の組み立て方なども、とても

参考になりました。難問といえば、英語。



スライ ドを見ながら聞いていると何とな

く内容が分からたような気がするのです

が、フリーディスカッションが始まると、

もうお手上げ。何をあんなに議論 してい

るのかな、と口を開けて見ているだけで

した。いけない、もっと英語の勉強を し

なくては。

アメリカ ・カナダ以外の参加者はあま

り多 くなか ったようです。イギ リス、

オース トア リア (かわいらしい女子学生

2名 の参加が光っていました)、 ドイツ、

スウェーデンあたりから少々、といった

ところでしょうか。中国系の参加者が目

立っていましたが (10名 以上 ?)、 ほ

とんどアメリカの大学の留学生でした。

彼らは、流場に英語を話 し、議論の和に

加わっていました。日本勢も頑張ろう !

ポスターセッションは29題 あって、

3日 目の夕食後の2時 間が議論の時間に

当てられていました。お金と時間をかけ

た力作や見た目より内容勝負 (?)の も

のやら見ていて飽きません。 じっくり議

論できるメリットを考えると、自分の講

演もポスターの方が良かったかな、とも

思いました。

4日 目には総会と夜にはBanquetがあり

ました。総会での話題の一つは、会員の

減少をどうくい止めるか、ということで

した。若い会員 (学生)が 入って来ない、

スポンサーとなる企業が去っていくなど、

何処も悩みは同じようです。解決策につ

いて意見がいろいろ出ましたが、結論は

出なかったようです (半分も理解できな

かったが)。 もう一つの話題は、開催ス

タイルについて。私も、朝から晩まで議

論をして、エクスカーションのようなも

の (今回の佐賀大会のような)も 無いの

はハー ドかな、と思っていたのですが、

会長の Dr.Santoも新会長の Dr.Ctttwood

も、 「我々は勉強に来ているのだから遊

びの時間はいらない」といった日調で現

行スタイルを支持 していました。開催期

間の短縮による経費節減も話題に上りま

したが、やはり、現行スタイルが支持さ

れたようです。最後に再来年 (1997)開

催地のアリゾナの紹介スライ ドで総会は

終了しました。

晩はBanquctです。これまでのラフなス

タイルから皆さんか しこまってテーブル

に着きます。役員が雛壇に座 り、ご馳走

が運ばれて、Banquetの開始。会長挨拶か

ら始まり、今年度の各賞受賞者の紹介 ・

表彰など和やかなムー ドで進行しました。

費用 30ド ルを考えると、日本の学会の

懇親会費は高い? 楽 しい集いでしたが、

何回か参加 して、外国の友達がたくさん

できたらもっと楽 しいだろうな、と思い

ました。

最終日は午前中で終了。さすがに半分

くらいに人は減っていました。最後まで

いたのは2、 30人 くらいでしょうか。

結局最後まで街を見ることなく、 リトル

ロックに別れを告げることになりました。

今回の旅で感 じたことは、 SONの 大

会恐れるに非ず (?)、 といったところ

でしょうか。決して彼らが我々よリハイ

レベルな研究をしているわけではありま

せん、日本の研究も大いに同じ土俵で発

表 したいものです。英語が不得意でも、

準備に多少時間をかければ問題なく発表

ができます (とりあえずは理解 してもら

える、今回の私がそうだった)。 また、

彼らは遠方からの研究者を仲間として快

く受け入れ、初めてでも安心 して参加で

きます。問題となるのは費用でしょうか。

私の場合、今回運良く科技庁の予算をい

- 8 -



ただきましたが、この手の予算は探せば

いろいろあるようで、次回も頑張ってみ

ようと思います。だめなら円高であるこ

とを期待して、自費で行きましょうか。

次回は仏領西インド諸島Guadeloupeで、

第 3回 国際線虫学会議として開催されま

す (7/7～ 12)。 時節柄、仏領とい

うのが多少引っかかりますが、次回は日

本勢も大挙 して参加 し、日本の線虫研究

を大いに世界に知ってもらいましょう。

internet Rs Nematology

奈良部 孝 (農研センター)

世間では 「Inetmα」という言葉が何か

と話題になり、実際に使っている人もそ

うでない人も、話 くらいは聞いたことが

あるのではないでしょうか。このブーム

のおかげで く?)我 が線虫分野でも、こ

のネットワークを介 して、簡単に海外の

情報を得ることができるようになりまし

た。

簡単に、とは言っても、ネットワァク

につながっていないパソコンからの接続

はちょっと面倒です。個人で接続するた

めには、高速モデムの購入、インター

ネットプロバイダーとの契約、会費 ・利

用料 ,電話代の支払い (結構高い !)と

頭の痛い問題があります。接続のための

方法はここでは省略 し (ASAHIパ ソ

コン10。 1号など参照)、 すでにネッ

トワークが走っている人、うまく上司を

だましてネットワーク構築を約束 しても

らった人、大金を払いモデム接続を行っ

ている人を対象に話をします (果たして

どのくらいの人が対象になっているのだ

ろう?)。

まず、NEC98や DOS/Vパ ソコ

ンを使っている人は、Windows 3.1(また

は NT )が 、 U N I X系 マ シ ンを使 って い る

人は X Willdowが 動いており (Mttintosh

は特に条件無 し)、 そこからメールのや

りとりができることを確認してください。

この辺もよく分からないときは、前述の

参考図書をご覧 ください。うまく動作 し

ていれば、後はWWWブ ラウザー (ソフ

トウェア)だ け用意すればOK。 いまな

ら、 Netscape(ネ ットスケープ)と いう

ソフ トがお薦めです。非営利団体の職員

や学生は無料で使えます。知 り合いから

貰うかソフ ト付き参考書を鵬入するか、

直 接 http:rr帥.nettcape.coWillfo/how‐toロ

get‐■.html(後 述)に アクセスして入手 し

て ください。最新バー ジョンは 1,lN

(Windows版は1.2N)です。単体で日本

語表示も可能です。また、一太郎 6.3など

にはWWWブ ラウザーが付属 しているの

で、これを利用するのもいいでしょう。

詳細は各ソフ トの使用説明をご覧 くださ

い。

WWWブ ラウザーがうまく動作したら、

もうあとは簡単、早速、線虫関係の情報

にアクセスしましょう。各WWW(Wond

Widc Web)にはホームページのtlRL(ア

ドレス)が あり、これをオープンコマン

ドに続けて打ち込めば接続完了。以下、

代表的なホームページのア ドレスと簡単

な内容紹介をします。

① ネ ブ ラス カ大(P A R A S I T I C  N E M A T O D E

HON41E PAGE): httpt//ianlwww.unl.edu

れanr/pintpatWnematodc/■ /ormhome.lltmi

線虫関係のホームページの中で最初に

開設されたところで、内容 も最 も充実 し

ています。また、ここか ら他の線虫関係

のホームページにも容易に移動できるの
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で、まずここにアクセスしてみましょう。

主な 内容 は、 Nematodes in Cencral

(ち ょっと した参考書並の内容 )、

Morphological and Molecular Diagnosis of

Plant Parasitic Ncmatodcs(主な属 。種の写

真や電気泳動パターンを使った検索がで

きる、種の解説文付き)、 Species List of

Nemattdes of thc Northern Grcat Plains(日

本 には賜‖染 みの薄い種 もあるが、各種の

詳 しい解説がある)な ど。 トビックと し

て 、  Soybean Cyst Ncmatode(SCN)

IlfoHnaton や   Ncmatodes as Blological

Control Agents of lnsectsなどの詳 しい記事

がありまするさらにここにはSONの

ホームペー ジ (Society of Nema的10gists

Home Page)が あり、会員名簿や大会のプ

ログラム ・講演要旨、会誌の目次 ・要旨

などが参照できます。次回の大会の案内

も早速掲載されている (Infom就lon on dle

Tllird lnternatonal Nematology Congress

(11=INC)Frellch West lndies,Guade10upe,7‐

12 July 1996)ので是非ご覧ください。ま

た、 Nematologia Meditterranea と Russian

Journal of Nematologyの目次 。要旨、学会

案内等が参照できます。

②カルフォルニア大デービス校
http://ucdnenla.ucdavis.edu/

こ この ペ ー ジの 売 り物 は 、 The

NcmatolobT Sllde Setと銘打った、線虫の

形態 ・生態写真でしょう。まだ、作成中

とのことですが、きれいな画像を見るこ

とができます。将来的には、画像から種

の同定や防除法が検索できるようにする

予定だそうです。また、ここにもSON

のホームページがありますが、ネブラス

カ大とは別に運営されているようです。

③フロリダ大
http://11ammock.ifas.un.edu/texyng/21616.

h血

ここには農業関係のいろいろな情報が

ありますが、線虫関係では Nematode

Control Guideという記事があります。こ

れは、味も素っ気もないただの文章だけ

のベージですが、各線虫ごとの防除法が

詳しく解説されています。

線虫とは直接関係ありませんが、以下

のホームページなどは会員の皆様も関心

があると思います。

④ iPMネ ットワーク (Natonal lntcgrated

P e s t  M a n a g e m e l l t  N e t w o r k )

http://― .recusdatgov/iplyipm‐home.htnl

害虫の総合防除に取り組む研究機関の

総合情報です。各研究機関の情報とリン

クしているので、様々な情報に触れるこ

とができます。

⑤アメリカ植物病理学会 (APS)

httptil岬 .scisoc.org/

アメリカ植物病理学会の情報がすべて

詰まったページです。線虫関係は個人の

努力で運営されているようですが、この

ページは専門スタッフが担当 しているよ

うで、内容は充実しています。一部機能

は、会員のみ (パスワー ドが必要)利 用

可能となります。

以上、解説になっているかどうか分か

りませんが、インターネットを通 じて、

様々な線虫情報が得られることは理解頂

けたと思います。我が日本線虫学会から

も、世界に向けて情報を発信 したいもの

です。これは、近い将来の課題です。

次号のニュースでは、これらのホニム

ページの詳細な内容、および会員の皆様

で、実際にご覧になった方の感想などを

載せたいと思います。ご協力よろしくお

願いします。 (連絡はnarぉu@llarC・麺随,go

jpまで。)
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[編集後記]

◆今年も暑い夏でした。学会員の皆様に  ◆ 今号は大会プログラム掲載のための臨

は如何お過ごしだったでしょうか。よう  時 増刊号的なものでしたが、それでは寂

やく今年の大会講演プログラムをお届け  し いので、自分で記事も書いてしまいま

出きる運びとなりました。以前,大 会事  し た。線虫研究も海外に目を向けると、

務局 (佐賀大)で 大会出席アンケー トを  様 々な情報が得られます。まずは、英語

取りましたが,そ の人数と参加費を振 り  の 勉強に励まねば、と思うこの頃です。

込まれた方の人数にかなりの開きがある  (奈 良部)

ということです。どうか早めに意思表示

をお願いします。むつ五郎と線虫が相撲

を取ちている立派な図案 (石橋会長原

案)の Tシ ャツも出来上がっています。

では,佐 賀でお待ちしております。

(水久保)

1995年10月1日
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